
ま
す
。
倉
庫
の
中
で
ペ
タ
リ
と
坐
っ
た
ま
ま
何
も
す
る
こ
と
も

な
く
日
を
過
ご
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
シ
ラ
ミ
だ
け
は
遠
慮
な
く

わ
い
て
く
る
。
お
天
気
の
よ
い
日
は
室
外
で
シ
ラ
ミ
と
り
を
す

る
。
そ
ん
な
毎
日
が
続
く
。

本
当
に
日
本
内
地
へ
帰
れ
る
の
か

ま
た
伝
染
病
が
出
た
り
し
な
い
か

デ
マ
や
偽
り
の
情
報
ば
か
り
入
っ
て
く
る

一
日
も
早
く
帰
り
た
い
焦
り
と
、
不
安
と
、
何
時
に
な
る
と
帰

れ
る
の
か
、
こ
ん
な
毎
日
で
は
か
な
わ
ん
と
焦
り
、
不
安
、
不

平
、
不
満
が
爆
発
し
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
も
う
メ
イ

フ
ァ
ー
ズ
。
ひ
た
す
ら
耐
え
忍
ぶ
の
み
。
前
向
き
の
苦
労
で
な

く
、
後
向
き
の
苦
労
で
あ
る
。
在
支
期
間
中
、
一
番
嫌
な
思
い

出
の
期
間
で
あ
り
ま
し
た
。

復
員
し
て
家
へ
帰
る
と
、
次
の
弟
が
一
週
間
前
に
南
支
よ
り

無
事
帰
っ
て
い
て
、
お
互
い
の
無
事
を
一
家
で
喜
び
合
い
ま
し

た
。
農
家
と
は
い
え
、
三
月
に
帰
宅
し
た
復
員
兵
二
人
の
飯
米

は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
年
の
十
一
月
に
そ
の
年
の
産
米
の
供
出
割

当
て
の
た
め
で
す
。
そ
れ
で
も
農
家
の
お
陰
で
麦
と
野
菜
で

補
っ
て
お
り
ま
し
た
。
作
付
面
積
も
働
き
手
二
人
の
出
征
の
た

め
一
町
二
反
よ
り
七
～
八
反
に
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

復
員
二
十
三
歳
、
結
婚
二
十
四
歳
、
一
男
一
女
と
孫
三
人
に

恵
ま
れ
、
地
域
関
係
や
職
域
関
係
の
役
員
も
永
ら
く
勤
め
て
感

謝
さ
れ
、
二
十
年
前
に
父
を
、
去
る
九
月
に
母
を
見
送
っ
て
、

今
は
平
和
に
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
く
、
落
着
い
て
生
活
し
て
お
り

ま
す
。
独
立
歩
兵
第
二
十
三
大
隊
を
永
久
に
記
念
し
て
「
中
支
派
遣

血
風
戦
友
録
」
を
第
一
号
よ
り
第
五
号
の
シ
リ
ー
ズ
物
と
し
て
、

今
な
お
若
い
血
を
た
ぎ
ら
せ
、
戦
友
相
寄
り
大
い
に
談
じ
、
相

喜
び
相
励
ま
し
て
お
り
ま
す
。

昔
の
夢
を
想
い
、
亡
き
戦
友
の
冥
福
を
念
じ
て
、
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
頑
張
り
ま
す
。

思
い
出
の
軍
隊
生
活
　 新潟
県
　
長
谷
川
賢
次
郎
　 

私
達
親
子
三
人
は
東
京
の
淀
橋
区
（
現
新
宿
区
）
戸
塚
二
丁

目
、
早
稲
田
大
学
の
近
く
で
生
活
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
七
年



九
月
、
本
籍
地
新
潟
県
見
附
町
の
生
家
か
ら
「
九
月
十
七
日
入

隊
の
教
育
召
集
令
が
来
た
、
速
や
か
に
帰
れ
」
の
通
知
が
あ
っ

た
。私
は
二
十
六
歳
で
し
た
が
、
十
三
日
戸
塚
の
家
に
妻
子
を
残

し
て
十
時
三
十
分
頃
上
野
発
、
上
越
線
回
り
、
七
時
間
半
か

か
っ
て
見
附
駅
に
着
き
、
生
家
に
帰
っ
た
の
は
午
後
六
時
を
過

ぎ
た
頃
だ
と
記
憶
し
ま
す
。
召
集
令
状
に
は
「
東
部
第
六
十
七

部
隊
（
新
潟
県
高
田
）
入
隊
」
と
あ
り
ま
し
た
。

当
日
、
高
田
連
隊
か
ら
軍
曹
が
一
人
見
附
駅
ま
で
迎
え
に
来

て
く
れ
、
部
隊
入
隊
は
十
一
時
過
ぎ
で
あ
り
、
見
附
町
か
ら
は

二
名
で
し
た
。
私
は
第
五
中
隊
（
潮
田
隊
）
配
属
で
第
三
班
に

入
っ
た
が
、
お
昼
に
班
付
兵
長
か
ら
「
今
日
お
前
た
ち
の
入
隊

日
で
あ
る
か
ら
赤
飯
と
尾
頭
付
の
ご
馳
走
で
お
祝
い
す
る
」
と

言
わ
れ
た
。
夕
食
時
に
初
年
兵
が
マ
ゴ
マ
ゴ
し
て
い
る
と
、
古

兵
の
目
が
光
り
「
何
時
■
お
客
で
な
い
、
夕
食
か
ら
お
前
達
初

年
兵
の
番
だ
」
と
言
わ
れ
た
。

翌
日
か
ら
古
兵
の
目
が
光
り
、
ビ
ン
タ
が
始
ま
っ
た
。
当
時

私
は
初
年
兵
の
中
で
一
番
年
輩
者
だ
っ
た
。
ま
た
、
班
内
に
は

連
隊
一
番
の
質
の
悪
い
一
等
兵
の
古
兵
が
い
た
の
で
、
初
年
兵

に
は
毎
日
ビ
ン
タ
が
飛
び
、
辛
い
毎
日
で
あ
っ
た
。
私
は
若
い

頃
に
床
や
（
理
髪
店
）
に
遊
び
に
行
き
、
剃
刀
や
バ
リ
カ
ン
が

使
え
る
の
で
、
よ
く
下
士
官
の
顔
剃
り
に
呼
ば
れ
、
班
内
で
吸

え
な
い
煙
草
も
、
下
士
官
か
ら
貰
い
、
菓
子
も
食
べ
ら
れ
た
。

年
配
者
で
あ
る
こ
と
と
、
理
髪
の
特
業
が
私
の
初
年
兵
生
活
を

他
よ
り
楽
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
当
時
の
軍
隊
教
育
は
「
上

官
の
命
は
直
ち
に
朕
の
命
令
で
あ
る
と
心
得
よ
」
が
悪
用
さ
れ

て
い
た
の
で
、
私
達
初
年
兵
に
と
っ
て
は
、
同
年
兵
以
外
は
皆

上
官
で
あ
る
。

私
達
の
班
長
は
連
隊
一
番
の
古
参
軍
曹
で
、
私
と
同
じ
位
の

年
齢
で
あ
っ
て
、
武
藤
軍
曹
は
可
愛
が
っ
て
く
れ
、
よ
く
下
士

官
室
に
行
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
十
一
月
五
日
頃
（
一
期
検
閲

終
了
後
）
連
隊
本
部
の
功
績
事
務
室
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
後

日
軍
曹
か
ら
話
さ
れ
た
の
だ
が
「
私
が
年
配
者
で
、
訓
練
よ
り

も
功
績
事
務
室
の
方
が
良
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
い
う
こ
と

で
現
在
も
感
謝
し
て
い
る
。

私
が
今
で
も
思
い
出
す
の
は
山
崎
部
隊
長
の
こ
と
で
あ
る
。

部
隊
長
は
時
々
練
兵
場
に
馬
に
乗
っ
て
来
ら
れ
教
官
に
休
憩
を

命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
我
々
の
真
中
に
腰
を
下
し
て
、「
お
前



達
の
軍
隊
生
活
は
ど
う
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
、
ま
る
で
私
達
の

親
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
年
齢
も
五
十
五
歳
位
だ
っ
た
か
と
思
う
。

「
お
前
達
は
班
内
で
充
分
煙
草
が
吸
え
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
好

き
な
煙
草
を
充
分
吸
っ
て
も
良
い
」
と
言
わ
れ
、
休
憩
も
三
十

分
く
ら
い
さ
れ
た
。

十
二
月
十
日
頃
に
武
藤
軍
曹
に
呼
ば
れ
下
士
官
室
に
行
く
と
、

「
長
谷
川
お
前
功
績
室
に
居
残
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
言
わ
れ
た

の
で
、
私
は
、
教
育
召
集
で
す
か
ら
一
旦
除
隊
出
来
る
と
信
じ

断
っ
た
。
と
こ
ろ
が
軍
曹
は
「
除
隊
は
出
来
な
い
、
お
前
達
は

召
集
解
除
と
同
時
に
臨
時
召
集
さ
れ
て
、
中
支
に
行
く
こ
と
に

な
る
」
と
言
わ
れ
た
。

私
達
初
年
兵
は
、
十
二
月
二
十
四
日
午
後
営
庭
に
集
合
さ
せ

ら
れ
た
。
部
隊
長
よ
り
「
教
育
召
集
を
解
除
し
、
同
日
臨
時
召

集
、
同
日
附
東
部
第
六
十
四
部
隊
（
千
葉
県
佐
倉
）
に
転
属
」

の
命
令
が
出
た
。

十
二
月
二
十
六
日
に
高
田
駅
出
発
、
ホ
ー
ム
に
部
隊
長
は
じ

め
将
校
・
下
士
官
が
多
勢
見
送
ら
れ
た
。
私
が
も
し
高
田
連
隊

に
残
っ
た
ら
、
十
八
年
に
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
の
ア
ッ
ツ
島
で
、

山
崎
部
隊
長
と
一
諸
に
玉
砕
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
尊
敬

す
る
山
崎
部
隊
長
並
び
に
武
藤
軍
曹
に
対
し
謹
ん
で
御
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
て
い
る
。

十
二
月
二
十
七
日
午
前
中
に
東
部
第
六
十
四
部
隊
に
到
着
し
、

営
庭
に
集
合
さ
せ
ら
れ
た
が
、
初
年
兵
は
高
田
、
村
松
（
新
潟

県
）
の
両
部
隊
だ
っ
た
。
私
は
高
田
の
戦
友
と
、「
中
支
派
遣
呂

第
六
一
〇
部
隊
」
に
行
く
と
し
て
そ
の
列
に
並
ん
で
い
た
。
私

達
の
部
隊
は
後
で
判
っ
た
が
、
貨
物
■
の
警
備
隊
で
あ
っ
た
。

他
の
列
は
中
支
派
遣
独
立
混
成
第
十
七
旅
団
（
峯
部
隊
）
で
あ

る
が
、
我
々
初
年
兵
は
「
今
日
か
ら
は
原
隊
と
違
っ
て
ビ
ン
タ

無
し
で
眠
れ
る
」
と
思
っ
た
ら
相
変
ら
ず
、
佐
倉
の
週
番
上
等

兵
に
ビ
ン
タ
を
貰
っ
て
眠
る
と
い
う
こ
と
で
、
軍
隊
と
い
う
所

は
何
処
へ
行
っ
て
も
ビ
ン
タ
が
付
い
て
廻
る
と
思
っ
た
。

十
二
月
二
十
八
日
佐
倉
駅
を
午
前
に
出
発
、
軍
用
列
車
は
客

車
で
、
山
手
線
廻
り
高
田
馬
場
を
通
過
し
た
。
私
は
戸
塚
の
一

軒
家
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
駅
か
ら
早
稲
田
方
面
を
見
渡
せ
ば

我
が
家
が
見
え
る
は
ず
だ
が
、
軍
用
列
車
の
た
め
に
窓
は
開
け

ら
れ
ず
、
た
だ
「
妻
子
の
無
事
」
を
祈
り
な
が
ら
、
品
川
駅
経

由
下
関
駅
に
到
着
し
た
の
は
三
十
日
午
前
九
時
半
頃
だ
っ
た
。

指
定
の
宿
で
、
最
後
の
夜
の
御
馳
走
が
あ
り
、
我
々
初
年
兵
は



腹
一
杯
食
べ
ら
れ
、
ビ
ン
タ
無
し
で
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が
出

来
た
。
翌
三
十
一
日
午
前
十
時
、
下
関
出
航
、
輸
送
船
は
三
千
ト
ン

級
だ
っ
た
が
玄
界
灘
は
荒
れ
、
船
は
木
の
葉
の
よ
う
だ
っ
た
が

夕
方
釜
山
着
、
大
休
止
後
、
夜
十
一
時
三
十
分
、
奉
天
廻
り
北

支
経
由
、
浦
口
向
け
約
八
日
間
の
列
車
輸
送
で
あ
る
。
貨
車
一

両
に
は
約
三
十
人
乗
り
込
み
、
動
く
余
地
も
無
い
。
奉
天
駅
に

着
い
た
時
に
は
車
内
に
氷
が
三
寸
位
出
来
て
い
て
、
ま
る
で
冷

蔵
庫
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
我
々
は
冬
外
套
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
満
州
の
冬
は
寒
さ
を
通
り
過
ぎ
て
い
た
。
早
速

奉
天
駅
で
藁
を
積
み
込
ん
で
毛
布
代
わ
り
に
し
た
。
ま
た
、
輸

送
中
の
食
事
は
兵
站
部
隊
宿
舎
よ
り
の
支
給
だ
け
で
少
な
く
て

困
っ
た
。
将
校
、
下
士
官
、
兵
も
飯
の
配
分
に
も
目
を
光
ら
せ

て
い
て
、
一
週
間
の
空
腹
も
辛
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
月
八
日
、
津
浦
線
終
着
駅
浦
口
に
到
着
し
た
。
話
に
聞
い

て
い
た
が
揚
子
江
と
は
大
き
な
河
で
あ
り
、
対
岸
南
京
へ
船
で

渡
り
上
陸
し
た
。
南
京
城
内
の
部
隊
宿
舎
に
入
り
四
日
間
滞
在

し
た
。
我
々
初
年
兵
は
車
中
生
活
だ
っ
た
の
で
、
将
校
以
下
全

員
が
下
着
か
ら
軍
服
ま
で
シ
ラ
ミ
が
一
杯
で
、
ド
ラ
ム
缶
に
湯

を
沸
か
す
要
員
が
多
数
動
員
さ
れ
た
。
私
は
理
髪
係
で
、
兵
隊

の
散
髪
を
し
た
が
一
人
当
り
約
二
十
分
で
仕
上
げ
た
。

南
京
か
ら
漢
口
の
部
隊
本
部
ま
で
は
中
国
の
大
き
な
船
で
揚

子
江
を
■
航
し
、
三
日
ぐ
ら
い
で
到
着
し
た
。
部
隊
本
部
で
は

陸
軍
大
佐
板
垣
部
隊
長
の
訓
示
と
我
々
の
任
務
に
つ
き
説
明
さ

れ
た
。
漢
口
は
大
都
市
で
七
階
建
の
ビ
ル
が
沿
岸
に
建
ち
並
ん

で
い
た
が
、
我
々
は
対
岸
の
武
昌
で
一
か
月
位
の
現
地
教
育
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

我
々
の
部
隊
は
本
部
と
五
個
中
隊
編
成
で
、
教
官
は
内
地
か

ら
一
緒
の
見
習
士
官
、
助
教
は
各
中
隊
の
下
士
官
と
召
集
下
士

官
で
あ
っ
た
。
私
は
第
一
中
隊
に
配
属
、
教
官
は
一
諸
だ
っ
た

■
原
見
習
士
官
で
、
下
士
官
は
別
府
軍
曹
、
高
橋
伍
長
、
助
手

は
古
山
兵
長
だ
っ
た
。
翌
日
か
ら
教
育
が
始
ま
っ
た
が
、
内
地

と
違
い
気
も
荒
い
、
下
士
官
も
古
兵
も
野
戦
経
験
者
で
あ
る
か

ら
張
り
切
っ
て
い
る
。
特
に
古
山
兵
長
は
厳
し
か
っ
た
。
ビ
ン

タ
は
力
一
杯
、
ま
た
軍
靴
の
底
で
顔
を
捻
る
。
軍
隊
生
活
で
は

ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
別
府
・
高
橋
両
助
教
は
良
い
人
で
感
謝

す
る
。
武
昌
の
教
育
が
終
わ
り
、
漢
口
か
ら
自
動
車
で
第
一
中

隊
の
所
在
地
「
沙
門
洋
鎮
」
に
行
く
。
途
中
應
城
に
一
泊
、
二



月
八
日
中
隊
に
到
着
、
中
隊
長
以
下
全
員
が
我
々
を
迎
え
て
く

れ
、
古
兵
は
内
地
へ
帰
還
を
し
た
。

我
々
の
任
務
は
貨
物
■
の
物
資
倉
庫
の
警
備
で
、
歩
■
は
昼

夜
動
■
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
衛
兵
所
は
七
箇
所
で
毎
日
上

下
番
（
上
番
＝
勤
務
に
つ
く
、
下
番
＝
勤
務
終
了
）

、
そ
の
他
分

遣
地
が
二
箇
所
あ
っ
た
。
私
は
衛
兵
勤
務
二
か
月
程
で
貨
物
■

本
部
の
事
務
室
要
員
の
命
令
が
出
た
。
そ
の
後
二
か
月
程
で
今

度
は
軍
酒
保
の
販
売
係
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

軍
酒
保
勤
務
時
代
の
話
を
し
て
み
る
。
軍
酒
保
は
連
隊
酒
保

と
違
い
、
当
時
第
十
一
軍
司
令
官
横
山
勇
中
将
直
轄
の
酒
保
で

あ
る
。
販
売
品
物
は
煙
草
一
日
五
～
十
万
本
、
他
に
缶
詰
、
菓

子
、
日
用
品
で
あ
っ
た
。
兵
隊
が
特
に
欲
し
い
品
目
は
煙
草
で

あ
っ
た
。
当
時
は
も
う
品
不
足
で
、
一
人
二
十
本
入
五
個
に
制

限
さ
れ
て
い
た
。
通
過
部
隊
の
将
校
・
下
士
官
が
、
命
令
す
る

よ
う
に
「
煙
草
を
余
計
売
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
る
が
、
私
は

職
権
で
断
る
こ
と
が
多
く
、

口
論
に
ま
で
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
夕
方
五
時
半
か
ら
八
時
半
ま
で
に
二
個
部
隊
の
雑
食

（
う
ど
ん
・
し
る
こ
）
販
売
係
を
す
る
。

昭
和
十
九
年
九
月
、
高
山
茂
中
尉
以
下
初
年
兵
が
入
っ
て
来

た
の
で
、
私
た
ち
は
一
か
年
の
初
年
兵
生
活
を
終
わ
っ
て
、
古

兵
に
な
っ
た
の
で
大
変
楽
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
度
の
初
年

兵
は
三
十
過
ぎ
の
年
配
者
が
多
か
っ
た
。
私
は
自
分
の
一
年
間

の
初
年
兵
時
代
を
思
い
、
初
年
兵
の
面
倒
を
見
て
や
ろ
う
と
決

意
し
た
。
同
年
兵
の
中
に
は
「
申
送
り
だ
」
と
ビ
ン
タ
を
毎
日

と
る
者
も
い
た
。
私
は
仲
に
入
り
初
年
兵
を
何
度
も
助
け
た
の

で
感
謝
さ
れ
た
。
私
は
班
内
で
ビ
ン
タ
を
や
っ
た
こ
と
は
一
度

も
な
い
。

そ
の
後
ま
た
、
分
遣
も
さ
せ
ら
れ
た
。
中
隊
か
ら
十
キ
ロ
離

れ
た
潜
江
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
私
が
長
に
な
り
五
名
を
つ

れ
て
、
船
便
で
中
隊
を
出
て
二
日
目
に
着
い
た
。
此
処
は
米
と

野
菜
が
多
く
、
物
資
を
買
っ
て
前
線
へ
送
る
の
で
あ
る
。
敵
状

が
悪
く
夜
眠
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
何
時
で
も
自
決
出
来
る
よ

う
に
手
榴
弾
を
身
に
付
け
て
い
た
。

こ
の
地
区
警
備
隊
は
十
二
名
、
私
達
が
五
名
、
三
菱
・
三
井

の
商
社
員
が
二
名
の
計
十
九
名
で
あ
っ
た
。
商
社
の
人
は
物
資

を
買
っ
て
軍
に
納
め
る
。
私
達
は
倉
庫
に
入
っ
た
品
物
の
警
備

に
あ
た
る
。
地
区
警
備
隊
は
熊
本
第
六
師
団
の
九
州
男
児
で
気

性
が
荒
か
っ
た
が
、
友
軍
本
部
の
連
絡
な
ど
な
い
所
で
あ
り
、



敵
状
が
悪
く
、
毎
夜
が
恐
ろ
し
か
っ
た
。
二
か
月
分
遣
が
終
わ

り
中
隊
に
復
帰
す
る
。

次
に
湘
桂
作
戦
参
加
状
況
を
話
し
て
み
ま
す
。

昭
和
十
九
年
八
月
、
湘
桂
作
戦
参
加
の
た
め
漢
口
に
集
結
す

る
。
漢
口
は
沙
洋
鎮
地
区
と
違
い
四
十
度
に
も
な
る
と
い
う
暑

さ
で
あ
っ
た
。
九
月
十
日
、
武
昌
よ
り
列
車
で
岳
州
へ
、
当
時

鉄
道
に
は
地
雷
が
敷
設
さ
れ
て
い
た
が
、
我
々
の
列
車
は
一
地
雷

を
免
れ
た
。
十
時
ぐ
ら
い
で
岳
州
に
着
い
た
。
休
養
二
日
、
三

日
目
に
は
長
沙
に
向
か
い
行
軍
す
る
。
毎
日
雨
降
り
で
、
山
ま

た
山
、
谷
ま
た
谷
の
悪
路
の
連
続
だ
っ
た
。

約
八
日
間
の
行
軍
で
長
沙
に
着
い
た
。
街
に
は
幾
百
人
の
死

骸
が
あ
り
、
長
沙
攻
略
戦
の
厳
し
さ
を
目
の
当
り
に
見
た
。
私

は
長
沙
で
貨
物
■
の
少
尉
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。
一
個
小
隊
位

で
あ
っ
た
が
私
は
長
沙
か
ら
目
的
地
衡
陽
ま
で
の
給
与
係
を
命

ぜ
ら
れ
た
。
給
与
係
と
い
っ
て
も
行
軍
中
の
こ
と
で
、
各
人
に

そ
の
都
度
、
主
食
と
副
食
を
渡
す
の
で
あ
る
が
、
支
給
量
を
記

載
し
て
、
最
後
に
軍
経
理
部
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

不
正
が
あ
る
と
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

長
沙
か
ら
一
週
間
行
軍
し
、
易
俗
河
の
渡
河
で
あ
る
。
こ
こ

は
難
所
で
、
昼
夜
間
共
、
米
軍
機
が
三
十
分
お
き
に
来
襲
し
て

二
百
五
十
キ
ロ
爆
弾
を
投
下
す
る
の
で
あ
る
。
親
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
る
と
一
発
が
六
発
に
、
さ
ら
に
十
二
発
に
分
裂
し
て
爆

発
す
る
。
我
々
に
は
初
め
て
の
経
験
だ
。
ま
た
「
漢
口
か
ら
衡

陽
行
き
の
自
動
車
六
千
両
が
現
時
点
で
は
半
数
が
爆
撃
さ
れ

た
」
と
自
動
車
隊
将
校
が
話
を
し
て
い
た
。

こ
ん
な
状
態
な
の
で
、
私
達
は
一
か
月
位
、
山
の
中
に
穴
を

堀
っ
て
暮
ら
す
。
昼
間
は
猫
の
子
一
匹
い
な
い
。
昼
夜
に
限
ら

ず
米
軍
機
が
来
る
か
ら
だ
。
こ
の
間
日
本
の
飛
行
機
は
一
機
も

来
な
か
っ
た
。
後
方
よ
り
は
兵
器
も
物
資
も
補
給
が
な
い
。

我
々
の
隊
は
一
か
月
半
位
か
か
っ
て
衡
陽
か
ら
三
キ
ロ
ぐ
ら
い

離
れ
た
所
に
あ
っ
た
が
、
食
糧
は
現
地
調
達
、
自
活
生
活
で

あ
っ
た
。
丁
度
周
辺
に
は
支
那
人
の
農
家
が
あ
り
、
田
園
も

あ
っ
た
の
で
稲
刈
り
を
し
、
■
を
ビ
ン
の
中
に
入
れ
棒
で
突
い

た
玄
米
を
食
べ
る
。

衡
陽
で
四
か
月
位
衛
兵
勤
務
に
服
し
、
衛
兵
司
令
に
な
っ
た

時
巡
察
将
校
が
来
た
。
夜
半
十
二
時
頃
で
仮
眠
中
の
私
が
起
こ

さ
れ
た
。
巡
察
将
校
は
「
こ
こ
は
敵
前
で
あ
る
。
責
任
者
の
お

前
が
眠
っ
て
い
る
と
は
死
刑
の
罪
だ
」
と
言
う
。
私
は
「
私
は



死
刑
に
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
私
の
意
見
を
述
べ
た
い
」
と
申
し

た
。
そ
の
理
由
は
「
兵
隊
も
食
糧
も
後
方
よ
り
の
補
給
が
無
い
。

現
在
は
兵
器
を
捨
て
て
も
兵
隊
を
大
事
に
せ
よ
と
変
わ
っ
て
き

た
。
こ
の
衛
兵
所
は
着
の
み
着
の
ま
ま
十
五
日
間
連
続
動
務
で

あ
る
。
昼
夜
な
く
米
軍
機
が
飛
来
し
て
い
る
。
眼
下
は
衡
陽
の

町
で
あ
る
。
我
々
も
人
間
で
あ
る
の
で
限
度
を
越
え
る
と
身
が

も
た
な
い
」
と
言
っ
た
ら
、
巡
察
将
校
は
私
を
褒
め
て
く
れ
た
。

私
は
衛
兵
司
令
が
衛
兵
所
の
責
任
者
で
あ
っ
た
の
で
死
を
覚
悟

し
て
意
見
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

南
部
粤
漢
作
戦
に
参
加
、
敵
飛
行
場
攻
略
に
つ
い
て

昭
和
二
十
年
二
月
中
旬
、
貨
物
■
手
島
少
尉
の
指
揮
下
に
入

る
。
隊
は
一
個
小
隊
位
で
あ
っ
た
。
衡
陽
を
出
発
、
行
軍
五
日

目
頃
、
大
き
な
都
市
に
着
い
た
時
、
隊
長
に
呼
ば
れ
「
お
前
以

下
五
名
は
、
地
図
に
示
す
五
キ
ロ
位
先
の
所
に
食
塩
が
大
量
に

あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
接
収
せ
よ
」
と
の
命
令
を
受
け
た
。

翌
朝
未
明
渡
河
し
た
が
、
川
幅
は
広
く
と
も
浅
瀬
で
助
か
っ

た
。
川
添
い
五
キ
ロ
の
所
に
食
塩
が
山
と
積
ま
れ
た
倉
庫
を
占

領
し
た
。
支
那
で
は
塩
は
貴
重
な
品
物
で
あ
る
。
敵
は
対
岸
に

三
百
人
ぐ
ら
い
い
た
が
我
々
を
攻
撃
し
な
か
っ
た
。
午
後
、
軍

経
理
部
の
少
佐
の
方
が
来
ら
れ
塩
を
申
し
送
っ
た
。
そ
の
時
、

少
佐
に
大
変
ほ
め
ら
れ
、
約
三
千
ト
ン
く
ら
い
の
食
塩
だ
と
言

わ
れ
た
。
作
戦
中
の
我
々
の
任
務
は
、
一
線
部
隊
が
目
的
地
を

占
領
す
る
と
直
ぐ
後
続
し
て
、
軍
の
物
資
収
集
班
と
収
集
物
資

を
軍
経
理
部
に
申
し
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
小
隊
に

帰
っ
た
。

曲
江
飛
行
場
攻
略
の
命
令
を
受
け
、
同
地
を
出
発
し
て
三
日

目
に
後
続
隊
（
兵
十
五
名
、
中
国
人
十
名
）
の
長
と
な
っ
て
行

軍
す
る
。
あ
る
日
山
の
中
で
宿
営
す
る
こ
と
に
決
定
し
休
ん
で

い
る
と
、
部
隊
最
後
尾
の
曹
長
以
下
約
三
十
名
が
通
り
が
か
り

「
此
処
に
居
る
と
皆
殺
し
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
曹
長
の

指
揮
下
に
入
り
同
一
行
動
し
た
。

途
中
、
支
那
兵
の
小
銃
弾
が
飛
ん
で
来
た
が
、
死
者
、
負
傷

者
は
一
名
も
出
な
か
っ
た
。
十
日
目
漸
く
本
隊
、
手
島
少
尉
の

許
に
着
き
、
爾
後
行
動
を
共
に
し
行
軍
で
曲
江
（
韶
州
）
に
到

着
し
た
。
此
処
は
水
の
都
で
、
両
面
に
河
が
流
れ
、
住
民
は
の

ん
び
り
暮
ら
し
て
い
る
。
物
資
も
多
く
、
戦
争
が
何
処
で
あ
る

の
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
長
閑
で
あ
っ
た
。
私
達
は
三
日
程
休
養

し
見
物
も
し
た
が
、
広
東
に
近
い
こ
の
街
を
終
生
忘
れ
ら
れ
な



い
。今
度
、
部
隊
は
南
支
か
ら
再
び
中
支
へ
向
け
反
転
す
る
た
め

曲
江
を
出
発
し
た
。
次
の
目
的
地
坪
石
ま
で
は
山
ま
た
山
で
、

行
軍
は
鉄
道
線
路
の
上
だ
っ
た
。

鉄
道
は
山
の
中
腹
だ
っ
た
が
、

中
支
へ
行
く
道
は
鉄
路
よ
り
な
か
っ
た
。

五
日
程
の
行
軍
で
坪
石
に
到
着
し
た
が
、
我
が
隊
は
半
数
の

三
十
人
位
が
落
後
し
た
。

実
は
私
も
落
後
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

手
島
隊
長
は
私
に
「
残
留
者
の
責
任
者
に
な
れ
」
と
命
令
さ
れ

た
が
、
そ
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

翌
日
早
速
、
地
区
司
令
部
に
行
き
、
田
中
副
官
に
面
会
を
求

め
た
。
幸
い
面
会
は
許
可
さ
れ
、
私
は
隊
の
実
情
を
副
官
に

「
当
地
に
残
留
期
間
中
、
是
非
食
糧
の
支
給
を
さ
れ
た
い
、
残

留
兵
は
三
十
二
名
、
新
聞
記
者
一
名
、
商
社
員
三
十
五
名
で
あ

り
ま
す
」
と
申
し
上
げ
た
。
し
か
し
副
官
は
「
我
が
司
令
部
は

南
支
軍
で
あ
る
。
中
支
軍
の
命
令
に
は
従
え
な
い
、
米
一
粒
で

も
支
給
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
の
返
答
で
あ
っ
た
。
こ
の

地
区
は
山
ま
た
山
の
盆
地
で
、
米
一
粒
、
野
菜
も
採
れ
な
い
所
。

全
部
輸
送
物
資
で
の
生
活
で
あ
る
。
私
は
、
副
官
の
言
葉
を
聞

い
て
、
軍
が
違
う
と
こ
ん
な
差
別
が
あ
る
の
か
と
、
無
念
の
思

い
を
胸
に
副
官
室
を
出
た
の
で
あ
る
。

私
は
軍
酒
保
販
売
の
時
に
通
過
部
隊
の
二
等
兵
が
「
私
は
こ

れ
か
ら
第
一
線
に
行
く
の
で
煙
草
の
配
給
を
多
く
売
っ
て
く

れ
」
と
頼
ま
れ
た
。
初
年
兵
ら
し
い
し
気
の
毒
だ
っ
た
の
で
、

一
人
百
本
の
規
定
の
と
こ
ろ
を
二
百
本
売
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

軍
の
品
物
を
多
く
売
っ
た
こ
と
は
悪
い
と
思
っ
た
が
、
私
の
初

年
兵
時
代
を
思
っ
て
、
年
配
の
二
等
兵
か
ら
の
頼
み
な
の
で
余

計
に
売
っ
た
の
で
あ
る
。

私
は
副
官
室
を
出
て
考
え
た
。
部
隊
に
は
必
ず
残
飯
が
あ
る

は
ず
で
あ
る
と
、
将
校
当
番
室
へ
行
っ
た
。
そ
の
時
一
人
の
当

番
が
私
に
「
兵
長
殿
は
元
沙
洋
鎮
で
軍
酒
保
の
販
売
を
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
」
私
は
「
そ
の
通
り
で
す
」
と
答
え
る

と
「
私
は
煙
草
が
大
好
き
で
、
あ
の
時
は
大
変
助
か
り
ま
し

た
」
と
言
う
。
私
は
残
留
隊
の
事
情
を
話
し
た
ら
、
当
番
は
将

校
食
の
残
飯
を
呉
れ
る
と
約
束
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
炊
事

場
に
行
き
炊
事
の
残
飯
も
貰
え
る
よ
う
世
話
を
し
て
く
れ
た
。

私
は
そ
の
当
番
兵
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
。

軍
酒
保
で
見
知
ら
ぬ
兵
隊
に
、
煙
草
を
少
し
余
計
に
売
っ
た

こ
と
で
、
今
私
達
の
一
番
困
っ
て
い
る
主
食
、
人
生
生
き
る
た



め
食
物
が
無
い
ほ
ど
困
る
こ
と
は
な
い
。
私
は
隊
に
帰
り
早
速

二
枚
の
手
拭
で
袋
を
拵
え
、
袋
の
中
に
残
飯
、
副
食
な
ど
一
緒

に
入
れ
て
帰
り
、
そ
れ
を
各
人
の
飯
盒
に
配
給
、
そ
の
中
に
木

の
葉
、
草
を
入
れ
粥
に
し
て
毎
日
生
活
を
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、

私
は
人
間
は
人
を
助
け
る
と
必
ず
そ
の
恩
が
返
っ
て
く
る
と

思
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
所
に
は
三
十
五
日
位
居
た
と
記
憶
す
る
が
、
あ
る
日

広
東
か
ら
小
舟
で
隼
飛
行
隊
の
一
個
分
隊
が
北
上
し
て
来
た
。

同
隊
の
話
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
二
百
リ
ッ
ト
ル
の
ド
ラ
ム
缶
一
本

あ
る
が
、
自
動
車
が
無
い
の
で
困
っ
て
い
る
。
自
動
車
を
見
つ

け
て
く
れ
た
ら
私
達
を
中
支
ま
で
便
乗
さ
せ
て
も
良
い
と
言
わ

れ
た
。
私
は
地
区
周
辺
の
自
動
車
隊
を
尋
ね
た
。
ま
た
、
軍
酒
保
販

売
所
で
の
私
の
顔
を
覚
え
て
い
た
他
部
隊
の
兵
隊
も
多
く
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
幸
い
自
動
車
が
五
台
、
中
支
に
帰
り
た
い

が
ガ
ソ
リ
ン
が
無
い
の
で
困
っ
て
い
る
と
言
う
の
で
、
飛
行
隊

の
ガ
ソ
リ
ン
の
話
を
し
た
ら
大
変
喜
ん
だ
。
飛
行
隊
の
ガ
ソ
リ

ン
と
自
動
車
隊
の
仲
人
を
し
、
我
々
三
十
五
人
が
自
動
車
に
便

乗
を
許
可
さ
れ
中
支
に
向
か
う
。

私
は
こ
の
時
か
ら
、
日
本
軍
が
負
け
る
と
思
っ
た
。
物
資
が

全
く
無
い
。
燃
料
、
食
糧
、
兵
器
等
無
い
の
だ
。
私
達
は
次
の

地
区
の
陳
県
と
い
う
中
・
南
支
省
境
の
町
に
着
い
た
。
此
処
に

貨
物
■
分
遣
隊
が
お
り
、
我
々
十
五
名
は
居
残
り
警
備
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。
残
り
の
兵
は
自
動
車
隊
に
頼
ん
で
各
隊
へ

送
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
に
入
る
と
、
米
軍
機
が
毎
日
攻
撃
し
て
来

た
。
ま
た
毎
日
ビ
ラ
を
空
中
よ
り
散
布
し
て
、「
日
本
軍
よ
手

を
上
げ
て
降
参
せ
よ
。
本
国
日
本
は
負
け
た
」
と
い
う
内
容
で

し
た
。
我
々
は
直
接
日
本
か
ら
の
情
報
が
無
い
の
で
信
じ
な

か
っ
た
。
八
月
十
一
日
後
方
の
来
陽
の
中
隊
本
部
に
復
帰
の
た

め
同
地
区
出
発
、
十
五
日
無
事
中
隊
に
復
帰
し
た
。

十
八
日
午
後
一
時
頃
、
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
で
敗
戦
が
放
送
さ

れ
、
日
本
は
負
け
た
と
知
る
。
終
戦
に
な
る
と
翌
朝
各
部
隊
は

船
を
見
付
け
て
後
方
に
急
ぐ
、
当
時
後
方
に
退
る
に
は
川
が
一

番
早
く
帰
れ
る
の
で
す
。

我
々
中
隊
も
船
で
岳
州
ま
で
帰
っ
た
。

岳
州
地
区
司
令
官
谷
少
将
が
お
ら
れ
、
中
隊
は
岳
州
の
街
か
ら

十
二
キ
ロ
離
れ
た
山
ま
た
山
の
所
に
約
八
か
月
間
生
活
し
た
。

此
処
が
日
本
軍
集
結
地
で
あ
っ
た
。



中
隊
の
宿
舎
は
掘
立
小
屋
で
あ
っ
た
。
屋
根
、
壁
、
皆
草
造

り
で
あ
り
、
雨
漏
り
を
防
ぐ
た
め
天
幕
を
張
っ
た
。
当
時
の
生

活
状
況
は
、
午
前
中
は
山
へ
行
き
薪
取
り
、
午
後
は
魚
獲
り
、

草
や
芹
採
り
だ
っ
た
。
魚
は
揚
子
江
の
入
江
で
、
自
分
達
の
蚊

帳
を
網
代
わ
り
に
し
て
獲
っ
た
。
各
自
は
配
給
の
飯
を
飯
盒
に

入
れ
、
草
や
魚
を
混
ぜ
、
少
し
で
も
量
を
多
く
し
て
食
べ
た
。

あ
る
日
、
斎
藤
准
尉
に
呼
ば
れ
「
長
谷
川
、
お
前
は
明
朝
か

ら
炊
事
勤
務
せ
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
私
は
現
在
の
食
糧
不
足
の

炊
事
は
責
任
が
重
大
で
あ
る
の
で
断
っ
た
ら
、
そ
れ
で
は
前
線

の
道
路
工
事
に
行
く
か
（
当
時
中
隊
か
ら
四
十
人
位
人
夫
と
し

て
派
遣
さ
れ
て
い
た
）
と
言
う
、
そ
こ
で
炊
事
に
行
く
こ
と
に

し
た
。
炊
事
長
横
越
曹
長
以
下
十
名
の
兵
隊
が
い
た
。
私
の
任
務
は

献
立
表
と
飯
の
分
配
で
あ
っ
た
。
調
理
は
内
地
で
経
験
が
あ
っ

た
。
飯
一
人
宛
の
量
は
飯
盒
の
蓋
で
半
分
で
あ
る
。
毎
日
の
食

事
で
あ
る
た
め
、
一
口
の
飯
に
も
目
を
光
ら
し
た
。
御
飯
の
分

配
は
そ
の
都
度
の
飯
の
固
さ
に
よ
っ
て
配
分
量
が
違
う
。
出
来

る
だ
け
こ
わ
め
の
方
が
量
が
余
計
に
見
え
る
。
一
食
三
百
三
十

名
分
を
各
分
隊
に
配
分
す
る
の
で
あ
る
。

丁
度
良
く
分
配
出
来
な
い
と
、
余
っ
た
り
足
り
な
か
っ
た
り

す
る
。
分
配
が
不
公
平
と
い
う
の
で
週
番
士
官
が
点
呼
の
時

「
明
日
よ
り
■
に
よ
り
配
分
す
る
」
と
言
わ
れ
た
。
翌
朝
か
ら
、

各
分
隊
に
週
番
士
官
立
会
い
で
分
配
し
た
。
容
器
は
分
隊
に
よ

り
違
う
。
飯
盒
、
一
斗
■
、
箱
等
で
あ
っ
た
。
目
方
で
す
の
で

時
間
が
長
く
か
か
る
。
最
後
に
は
何
十
人
か
が
飯
が
不
足
す
る
。

一
日
や
っ
て
み
た
が
う
ま
く
い
か
な
い
。
結
局
は
飯
の
配
分
は

「
目
方
で
な
く
、
元
通
り
に
す
る
」
と
夜
の
点
呼
で
週
番
士
官

が
通
達
し
た
。

我
々
の
主
食
米
、
副
食
費
は
一
人
八
十
円
宛
で
あ
っ
た
。
副

食
八
十
円
位
で
は
良
い
献
立
が
出
来
な
い
。
卵
一
個
五
十
円
、

野
菜
も
高
い
の
で
献
立
表
作
り
に
は
苦
労
し
た
。

農
民
が
我
々
の
寝
て
い
る
所
へ
来
て
、
欲
し
い
物
を
手
当
た

り
次
第
持
っ
て
行
く
。
我
々
は
時
計
な
ど
は
土
の
中
に
埋
め
て

お
い
た
。
ま
た
、
我
々
が
寝
て
い
る
顔
に
手
鼻
を
し
て
行
く
者

が
多
か
っ
た
が
、
戦
勝
国
民
に
手
出
し
は
出
来
な
か
っ
た
。
負

け
た
国
の
兵
隊
の
惨
め
さ
は
、
内
地
勤
務
者
に
は
判
ら
な
い
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
初
旬
頃
、
復
員
の
情
報
が
入
っ
た
。
一

同
が
待
っ
た
復
員
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
、
毎
晩
内
地
の
こ
と



ば
か
り
語
り
合
っ
た
。
六
月
五
日
頃
、
現
地
出
発
、
漢
口
―
九

江
―
南
京
ま
で
は
船
、
南
京
―
上
海
ま
で
は
列
車
で
あ
っ
た
。

上
海
か
ら
は
無
蓋
貨
車
で
あ
る
。
貨
車
に
は
鈴
な
り
に
乗
り

込
ん
だ
。
一
般
邦
人
も
一
緒
だ
っ
た
。
燃
料
が
薪
な
の
で
何
処

で
停
車
す
る
か
判
ら
な
い
。
戦
勝
国
の
中
国
人
は
高
級
列
車
に

乗
っ
て
「
南
京
―
上
海
ま
で
八
時
間
」

。
我
々
は
上
海
北
站
駅

ま
で
二
十
五
時
間
で
あ
っ
た
。
停
車
駅
で
四
時
間
位
、
下
車
認

可
が
な
く
、
■
熱
の
太
陽
に
照
り
つ
け
ら
れ
列
車
の
上
で
辛

か
っ
た
。
夕
方
や
っ
と
下
車
命
令
が
出
た
。

我
々
部
隊
は
上
海
呉
淞
の
砂
原
に
駐
留
す
る
こ
と
と
な
り
、

部
隊
本
部
、
一
中
隊
―
五
中
隊
ま
で
が
ま
と
っ
た
。
何
年
振
り

の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
一
中
隊
指
揮
班
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、

日
直
下
士
官
に
付
い
て
部
隊
の
炊
事
場
で
食
事
分
配
の
段
取
り

を
し
て
い
た
が
、
熱
発
で
交
替
し
て
寝
て
い
た
ら
、
軍
医
大
尉

の
診
断
の
結
果
「
お
前
は
別
の
所
で
休
養
せ
よ
」
と
い
う
こ
と

で
別
天
幕
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
後
私
は
、
六
月
下
旬
、
上
海
青
葉
病
院
の
分
院
に
入
院

し
た
。
分
院
で
は
毎
日
、
入
院
患
者
が
三
十
数
人
死
亡
し
た
と

い
う
。
死
亡
し
た
兵
士
も
復
員
を
夢
見
て
上
海
ま
で
帰
り
、
今

一
歩
で
他
界
し
た
。
私
が
入
院
し
た
時
、
全
軍
の
兵
士
で
一
杯

だ
っ
た
。
上
海
は
大
陸
の
終
結
点
で
あ
っ
た
。

七
月
上
旬
、
分
院
よ
り
谷
沢
兵
站
病
院
に
転
院
し
た
。
谷
沢

病
院
で
は
馬
小
屋
同
様
の
病
院
生
活
で
あ
っ
た
。
前
の
病
棟
は

「
コ
レ
ラ
患
者
棟
」
で
中
に
は
、
看
護
婦
も
入
っ
て
い
た
。
こ

こ
で
も
毎
日
数
十
人
死
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
時
、
死
体
埋
葬
の

た
め
に
一
度
使
役
に
出
た
こ
と
が
あ
る
。

穴
掘
る
場
所
が
無
く
、

二
重
掘
り
し
て
死
体
を
埋
め
、
花
輪
を
上
げ
て
冥
福
を
祈
っ
て

帰
っ
て
来
た
。

七
月
三
日
頃
復
員
命
令
が
出
た
。
毎
日
夢
に
ま
で
見
た
祖
国

日
本
に
帰
る
日
が
目
の
前
に
近
づ
い
た
。
上
海
飯
田
桟
橋
に
午

前
八
時
乗
船
と
決
定
し
た
。
船
は
一
万
ト
ン
級
の
病
院
船
「
高

砂
丸
」
で
あ
る
。
七
月
八
日
朝
、
七
時
三
十
分
自
動
車
で
飯
田

橋
へ
、
上
海
よ
り
帰
る
復
員
者
の
最
後
と
聞
い
た
。
残
留
者
は

戦
犯
要
員
と
、
残
務
処
理
者
だ
け
と
い
う
。

私
は
帰
る
に
当
っ
て
、
残
留
者
が
一
日
も
早
く
復
員
出
来
る

よ
う
に
祈
っ
て
乗
船
し
た
。
五
年
振
り
に
見
る
日
本
の
山
々
、

予
定
通
り
佐
世
保
港
に
上
陸
し
た
。
予
防
注
射
を
済
ま
せ
、
佐

世
保
海
兵
団
宿
舎
に
入
る
。
夕
食
に
米
が
支
給
さ
れ
た
。
四
合



の
米
を
飯
盒
一
杯
炊
き
、
副
食
は
塩
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
一
年

振
り
腹
一
杯
の
食
事
は
美
味
く
て
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な

い
夕
食
で
あ
っ
た
。

我
々
の
部
隊
は
病
院
入
院
者
の
た
め
、
満
州
、
北
・
中
・
南

支
等
混
成
部
隊
で
、
私
は
第
五
分
隊
班
長
と
復
員
事
務
を
命
ぜ

ら
れ
、
二
日
間
業
務
を
し
た
。
七
月
十
二
日
佐
世
保
～
大
阪
間

は
軍
用
列
車
、
大
阪
で
各
地
区
毎
に
東
海
道
、
東
北
方
面
と
、

北
陸
線
に
別
れ
、
普
通
列
車
に
乗
り
換
え
る
。
私
は
部
隊
と
上

海
で
別
れ
た
た
め
一
人
で
新
潟
県
へ
帰
っ
た
。
富
山
県
の
高
岡

駅
で
妻
子
に
電
報
を
打
っ
た
。
七
月
十
五
日
、
親
兄
弟
、
妻
子

の
待
つ
見
附
駅
に
到
着
し
た
。
駅
に
は
妻
子
が
出
迎
え
て
く
れ

た
。昭
和
十
七
年
九
月
召
集
出
発
の
時
、
長
女
は
七
十
二
日
目

だ
っ
た
が
復
員
し
た
ら
、
も
う
五
歳
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

生
家
で
は
兄
弟
四
人
が
出
征
し
、

幸
い
私
と
末
弟
二
名
が
復
員
、

兄
「
誠
吉
」

、
弟「
勝
」
二
名
の
戦
死
の
報
が
入
っ
て
い
た
。

中
支
宜
昌
付
近
の
戦
闘
　 

―
第
十
三
師
団
歩
兵
一
〇
四
連
隊
―

宮
城
県
　
加
藤
清
一
　 

私
は
大
正
七
年
四
月
十
二
日
、
現
在
の
古
川
市
堤
根
字
中
屋

敷
二
五
（
当
時
は
宮
城
県
志
田
郡
高
倉
村
字
堤
根
三
〇
）
で
生

れ
ま
し
た
。
家
は
農
業
で
、
祖
父
母
、
両
親
健
在
、
兄
弟
は
男

三
人
、
女
六
人
で
今
で
は
珍
し
い
大
家
族
で
し
ょ
う
。

昭
和
十
三
年
の
徴
集
兵
、
四
月
の
検
査
で
甲
種
合
格
、
入
営

は
昭
和
十
四
年
五
月
一
日
、
歩
兵
第
四
連
隊
留
守
隊
（
仙
台
）

へ
入
営
し
、
一
期
検
閲
は
七
月
末
で
し
た
。
八
月
上
旬
、
同
年

兵
の
主
力
は
中
支
の
歩
兵
第
一
〇
四
連
隊
（
第
十
三
師
団
）
に

転
属
し
た
が
、
私
は
原
隊
に
残
り
ま
し
た
。

原
隊
で
の
初
年
兵
教
育
は
厳
し
か
っ
た
。
飯
が
食
え
な
い
程

で
し
た
。
古
参
兵
は
満
州
帰
り
の
歩
兵
第
四
連
隊
の
人
、
朝
鮮

の
羅
南
、
関
東
軍
帰
り
及
び
後
備
兵
と
何
段
階
も
い
た
。
内
務

班
は
辛
い
、
毎
晩
ビ
ン
タ
は
消
燈
後
で
、
何
処
か
の
班
で
始
ま




